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研究成果の概要（和文）：高齢者のメンタルヘルスとソーシャル・キャピタルの関連を中心に論文を11件（国
際・国内ジャーナル各9件、2件）、学会発表を13件（国際・国内学会各2件、11件）発表した。コロナ禍の影響
や、対象国の国内情勢で、一部フィールド調査、データ入手が困難となったが、先行研究をベースにした対象国
の比較で補い、考察を展開した。地域特性を
考慮した上で、高齢者のメンタルヘルスがソーシャル・キャピタルに関わる指標（インターネット使用なども含
む）に関連していることが明らかとなった。また、性別、住居場所、宗教施設への通い頻度、主観的経済状況な
どは、高齢者のメンタルヘルス向上のための介入を行う上で考慮すべき特性であった。

研究成果の概要（英文）：　I published 11 papers (9 in international and 2 in domestic journals each)
 and 13 conference presentations (2 in international and 11 in domestic conferences each) focusing 
on the associations between mental health and social capital of the older adults. Although the 
impact of the COVID-19 and the domestic situation in the target countries made it difficult to 
conduct some field research and obtain data, we supplemented our discussion with comparisons of the 
target countries based on previous studies.
 Taking into account the regional characteristics, it was found that the mental health of the older 
adults was associated with the social capital (including Internet use). In addition, gender, place 
of residence, frequency of attending religious facilities, and subjective economic status were also 
suggested as characteristics that should be taken into account when intervening in depression among 
the older adults.

研究分野：社会疫学　グローバルヘルス

キーワード： 高齢者　メンタルヘルス　ソーシャル・キャピタル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本老年学的評価研究（JAGES：Japan Gerontological Evaluation Study）の手法を活かして、主
にソーシャル・キャピタルに着目し、ミャンマーの高齢者のデータを用いながら、メンタルヘルスの社会的決定
要因を、背景の異なるアジア諸国（日本含む）と比較しながら明らかにすることができた。地域の周辺環境や
人々との関わりといったポピュレーションアプローチにつながるソーシャル・キャピタルに注目した社会疫学調
査を通じて、人と人のつながりを重視する東南アジアの国で、高齢者のメンタルヘルス向上に向けた介入におい
て着目すべき因子を明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

アジア諸国で急速に高齢化が進んでいる。2050 年には、中進国のみなら

ず、途上国を含むアジア全域で高齢化社会を迎える (国連人口予測、2017)。

これにより、三大感染症のみならず、非感染症疾患や要介護の顕在化が深

刻な問題となる。さらに、高齢者の人生の満足と生活の質 (Quality of life: 

QOL)、健康に自立して活動的な日常生活を送ること(Healthy and Active 

Aging)が重要な課題となる。WHO も、急速に高齢化が進むアジア諸国におい

て、異なる社会的背景や文化的特性を鑑みて高齢者対策を進める必要性を

唱えている。 

その中で、うつ病は高齢者の QOL と Active Aging を阻む最も大きな要因の

一つで、自殺や死亡の原因となる(Baldwin、2002; Unutzer、2002)。また、障

害の重篤度をあげることも報告されており (Penninx、2000; 陳、2008)、結果

として寝たきり等の要介護認定の危険因子となる(平井、2009)。しかし、高齢

者個人の属性や社会環境別のうつの有病率やその関連要因はアジア諸国

において十分に検証されていない。 

また、これまで、保健施策は不健康・疾病のリスクが高い個人に介入する

ハイリスクアプローチが中心であったが、その効果には限界があることがわか

ってきた(Rockhill , 2000)。その後、ソーシャル・キャピタル(地域の絆の強さ)と

いった社会環境へのアプローチ(ポピュレーションアプローチ)の効果が、日本

や欧米で検証されてきている(Kobayashi, 2015; Wendel-Vos, 2007)。一方、

アジアの途上国においてソーシャル・キャピタルが不健康のリスクを軽減する

かどうかはわかっていなかった。 

 

２．研究の目的 



本研究の目的は、発展状況・社会経済・文化・環境の異なるアジア 3 か国

(日本、ミャンマー、マレーシア)において、地域特性を考慮した上で、ソーシャ

ル・キャピタルとうつの関連を検証することとした。 

 

 

３．研究の方法 

国内で経験のある日本老年学的評価研究（JAGES）調査を基礎とした高

齢者に対するアンケート調査をミャンマーとマレーシアの 2 カ国で実施した。し

かし、コロナ禍などの影響で、マレーシアでの調査が困難となったため、ミャン

マーでのフィールド調査に焦点をおき、先行研究による文献レビューによって

比較を行った。 

 

４．研究成果 

地域特性を考慮した上で、高齢者のメンタルヘルスがソーシャル・キャピタ

ルに関わる指標（インターネット使用なども含む）に関連していることが明らか

となった。これは 3 か国のいずれでも類似の結果が得られていた。また、性別、

住居場所、宗教施設への通い頻度、主観的経済状況などは、高齢者のメン

タルヘルス向上のための介入を行う上で考慮すべき特性であった。 
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